
1.　はじめに

　アカイシサンショウウオ Hynobius katoi は 2004

年に新種記載された日本産小型サンショウウオで，

本州中部の静岡県と長野県にのみ分布することが知

られている１） ～ ４）．本種は一見，ヒダサンショウウ

オ Hynobius kimurae に類似しており，新種として認

められる以前はヒダサンショウウオの無斑型個体と

して扱われていた２），４），５）．しかし，アカイシサンショ

ウウオの全長は 150mm 以下とヒダサンショウウオ

より小型で，背面は紫褐色で黄色斑点を持たない．

また鋤骨歯列についてはヒダサンショウウオが深い

U 字 型 で あ る の に 対 し て ア カ イ シ サ ン シ ョ ウ ウ オ

は深い V 字型である等，明瞭な特徴を有しており，

遺伝的にも両種は明瞭に区分される １）， ６）． 既知の

主要分布地は赤石山脈南部の標高 500-1000m 程度

の森林地帯で２），静岡県では大井川流域２），長野県

では天竜川水系遠山川流域 ３） が知られるが， 本種

の分布や生態については未だ情報が少ないのが現状

である．

　一方，本種は分布域が局限されることから種の存

続は危機的な状況にあると考えられており，環境省

レッドリスト７） では絶滅危惧 IB 類，長野県レッド

データブック３）で絶滅危惧 IA 類，静岡県レッドデー

タ ブ ッ ク ２） で は 絶 滅 危 惧 IB 類 と さ れ る． そ こ で，

本研究では長野県内におけるアカイシサンショウウ

オの分布及び生息状況の把握を目的として調査をお

こなった（長野県事業「長野県の希少野生動植物の

保護・保全に関する研究（2006-2008 年度）」）．

2.　調査地および方法

　調査範囲は長野県飯田市の旧上村から旧南信濃

村にかけての遠山川本支流の流域である． 調査は

2007 年５月～ 2008 年 11 月の主に秋季及び春季に

実施した（表１）．本種は春季に小規模な渓流にお

いて産卵を行うと考えられており２），探索は沢筋や

林道の排水溝などを中心に実施した．陸上域の探索

には小型の園芸用クマデ（長さ：約 30cm）を使用し，

倒木や岩を裏返しその下面に潜んでいる個体を発見

するように努めた．また流水中では補足的にタモ網

（目合い：5mm）を使用し，幼生等が生息していな

いか調査した．

　アカイシサンショウウオが確認された場合には，

全 長 を 測 定 し，DNA 分 析 用 の 尾 部 末 端（長 さ： 約

3mm） を切除， 写真を撮影した後に， 原則として

もとの生息場所に戻した．ただし，一連の調査で最

初に捕獲された個体については県内の公的機関に本

種標本が皆無であることから液浸標本とした．

　また，標本個体については確実な種同定のために

DNA の 塩基配 列解析 を実 施した． まず，Qiagen 社

の Dneasy キットを用いて DNA を抽出し，Matsui et 
al. ８） に従ってミトコンドリア DNA の調節領域の約

400bp を PCR 増幅し塩基配列を決定した． これを

DDBJ 遺伝子データバンクに登録されているアカイ

シ サ ン シ ョ ウ ウ オ（DDBJ 登 録 番 号 AB266718： 静

岡県水窪町産）と比較した．

3.　結果及び考察

　調査期間中に延べ９日間の調査を行い，ヒダサン

シ ョ ウ ウ オ 5 個 体（成 体 １ 個 体， 幼 生 4 個 体） な

らびにアカイシサンショウウオ 2 個体（成体１個

体，幼体１個体）を確認することができた（表１）．

こ の 調 査 流 域 か ら は 他 に ハ コ ネ サ ン シ ョ ウ ウ オ

Onychodactylus japonicus が確認されているが５），今

回の調査では捕獲することができなかった．アカイ

シサンショウウオについては，背面が紫褐色の単色
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で黄色斑点を持たないことから種を同定したが，全

長 110mm の個体の塩基配列 375bp を調べた結果，

Matsui et al . ８） が静岡県水窪町産の同種個体につい

てすでに公表した配列と完全に一致した．

　捕獲された地点の標高は，ヒダサンショウウオが

1,350 ～ 1,550m，アカイシサンショウウオが 750m

付近であった．アカイシサンショウウオが確認され

た ハ ビ タ ッ ト に つ い て 表 ２ に ま と め た． 成 体（全

長 110mm）が確認されたのは部分的に伏流する小

規模な沢の斜面であり，沢筋からは約 5m 離れた地

点の倒木の下で確認された（図１左）．また，幼体

（全長 54mm）については，沢から約 30m 離れたス

ギ植林地の中の長径約 30cm の石の下から確認され

た（図１右）．一方，ヒダサンショウオ成体（全長

160mm）は，沢から 20m ほど離れた林道法面の長

径約 25cm の礫石下部で確認された．ヒダサンショ

ウ オ 幼 生（全 長 30-40mm） は 川 幅 1m 以 下 の 沢 の

落ち葉が堆積した流れの緩い場所で捕獲された．

　静岡県側の生息地ではアカイシサンショウウオの

幼体や成体は渓流周辺の森林林床にある岩石，倒木

の下で発見されており，繁殖は春季に渓流源流部の

地下の伏流水中でおこなわれている可能性が高い２）．

今回の発見場所についても，これまでの知見とよく

一致している．遠山川流域では，今回の池口川及び

小嵐川の各流域以外に，より上流域にあたる兎洞か

らも記録がある５）．今後はより広い範囲においてさ

らに分布調査を実施するとともに，確実な生息地点

を中心に繁殖生態に関する知見の集積に努める必要

がある．
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調査年月日 調査人数×時間 調査流域（標高帯） 確認された両生類（個体数）＊ 備　考
2007/5/15 3 人× 3h 小嵐川（700-1,000m） なし

3 人× 1h 梶谷川（500-600m） なし
3 人× 0.5h 兎洞川（1,000m） なし

2007/5/16 3 人× 3h 北又沢（700-850m) なし
3 人× 1h 木沢川（700-900m） なし

2007/10/16 1 人× 1h 上村川（1,550m） ヒダ成体（１） 陸上
2007/11/29 2 人× 4h 池口川（700-800m） アカイシ成体（１） 陸上

2 人× 0.5h 木沢川（700-m） なし
2007/11/30 2 人× 1.5h 上村川（1,400-1,500m） ヒダ幼生（3） 水中
2008/3/25 1 人× 4h 遠山川（700-950m） アズマヒキガエル成体（20） 陸上・水たまり

（産卵中）
2008/3/26 3 人× 2h 池口川（700-800m） アズマヒキガエル成体（１） 陸上

3 人× 1h 上村川（1,350m） ヒダ幼生（１） 水中
2008/11/19 1 人× 3h 池口川（700-800m） なし

1 人× 3h 小嵐川（600-750m） アカイシ幼体（１） 陸上
2008/11/20 1 人× 3h 小嵐川（550-900m） なし

表１　アカイシサンショウオ調査の概要

　　　　＊　アカイシ：アカイシサンショウウオ；ヒダ：ヒダサンショウウオ

確認年月日 全長（成長区分） 標高（m） 斜面の特徴 カバーの種類（サイズ） 沢からの距離（m）
2007/11/29 110mm（成体）＊ 766m 落葉広葉樹の急勾配斜面 倒木（120 × 40 × 15cm） 5m（伏流水路）
2008/11/19 54mm（幼体） 748m 標高スギ植林地の緩勾配斜面 石（30 × 20 × 5cm） 30m（流路幅 50cm）

表２　アカイシサンショウウオのハビタットの特徴

　　　　＊　 飯田市美術博物館標本番号　ICMA0001（採集場所 池口川流域，採集者 四方圭一郎）

　図１　アカイシサンショウウオが確認された環境
　　　　（左上 & 右上：波線丸印内）及び確認個体（左
　　　　下 & 右下）
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